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まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

第
15
回

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果 

　

3
月
10
日
（
金
）
、
「
第
15
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
審

査
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
年
は
31
作
品
14
名
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
、
上
杉
裕
昭
さ
ん

（
三
重
県
名
張
市
）
の
「
春
の
賑
わ
い
」
、
優
秀
賞
は
、
塩

見
芳
隆
さ
ん
（
京
都

市
南
区
）
の
「
い

ざ
！
ロ
ッ
ク
の
聖
地

へ
」
、
佳
作
は
朝
日

政
英
さ
ん
（
大
阪
市

住
之
江
区
）
の
「
キ

ャ
ン
プ
場
の
夜
」
、

富
永
良
明
さ
ん
（
相

楽
郡
精
華
町
）
の

「
絶
景
！
笠
置
山
の

雲
海
」
、
ま
た
審
査

員
特
別
賞
と
し
て
北

西
孝
司
さ
ん
（
木
津

川
市
加
茂
町
）
の

「
河
原
も
川
も
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
入

選
作
品
は
、
笠
置
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

4
月
1
日
（
土
）
～

30
日
（
日
）
ま
で
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

石
油
製
品
販
売
事
業
者
と
災
害

協
定
を
締
結

　

3
月
15
日
（
水
）
、
笠
置
町
役
場
に
て
（
株
）
谷
川
石
油

お
よ
び
瀧
口
石
油
店
と
「
災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の

供
給
に
関
す
る
協
定
書
」
の
締
結
に
あ
た
り
調
印
式
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
中
町
長
よ
り
「
災
害
時
に
お
い
て
は
、
石

油
類
は
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
重
宝
さ

れ
る
こ
と
か
ら
本

協
定
が
締
結
で
き

た
こ
と
は
大
変
嬉

し
く
思
う
。
」
と

感
謝
の
意
を
述
べ
、

両
事
業
者
か
ら
も

災
害
時
に
お
け
る

協
力
に
前
向
き
な

言
葉
を
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ

り
、
災
害
時
で
の

燃
料
供
給
に
関
す

る
体
制
は
よ
り
強

固
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

　

住
民
の
み
な
さ

ん
も
再
度
、
配
布

済
み
の
防
災
マ
ッ

プ
を
参
考
に
防
災

備
蓄
品
な
ど
の
点

検
・
確
認
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

令
和
4
年
度

京
都
府
農
業
士
退
任
・
認
定
式

　

2
月
16
日
（
木
）
、
京
都
府
田
辺
総
合
庁
舎
大
会
議
室
で

令
和
4
年
度
京
都
府
農
業
士
退
任
式
お
よ
び
認
定
式
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
青
年
農
業
士
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
た
西
山
生
光
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
京
都
府
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
松
本
所
長
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

令和4年度京都府農業士退任・認定式（西山さん）

最優秀賞「春の賑わい」上杉裕昭さん

右：瀧口石油店様右：（株）谷川石油様

優秀賞「いざ！ロックの聖地へ」塩見芳隆さん
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茶
源
郷
ま
つ
り

　

3
月
19
日
（
日
）
、

和
束
運
動
公
園
周
辺
で

茶
源
郷
ま
つ
り
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
自
粛
の
影
響

を
受
け
、
和
束
運
動
公

園
で
開
か
れ
る
の
は
3

年
ぶ
り
で
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
は
、
ス
テ
ー

ジ
コ
ー
ナ
ー
、
営
農
組

合
の
模
擬
店
、
商
工
会

出
展
ブ
ー
ス
、
行
政
コ

ー
ナ
ー
、
展
示
ブ
ー
ス
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
出

店
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
音
楽
ス
テ
ー

ジ
で
は
保
育
園
児
の
歌

と
ダ
ン
ス
や
、
茶
源
郷

P
R
大
使
の
歌
の
ス
テ

ー
ジ
な
ど
お
お
い
に
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。

　

前
日
は
雨
が
降
り
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

和
束
運
動
公
園
内
は
終

始
笑
顔
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

まち＊むらの 話題

和
束
町

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
附
企
業
の
紹
介

　

株
式
会
社
Ｊ
．Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
様
と
株
式
会
社
水
処
理
管
理
セ
ン
タ
ー
様
か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
「
浄
水
器
・
浄
水
装
置
設
置
費
補
助
事
業
」
の
事
業
費
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
村
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

南
山
城
村

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　
株
式
会
社
水
処
理
管
理
セ
ン
タ
ー

本　
　
社　
大
阪
府
大
阪
市
北
区
南
森
町
1
丁
目
4
番
10
号

事
業
内
容　
浄
水
処
理
装
置
の
維
持
管
理　

等

寄
附
年
月
日　

令
和
5
年
2
月
22
日

寄
附
額　
20
万
円

株
式
会
社
水
処
理
管
理
セ
ン
タ
ー
様

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　
株
式
会
社
Ｊ
．
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

本

社　
愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
南
1
―

5
―

17

事
業
内
容　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

寄
附
年
月
日　

令
和
5
年
1
月
23
日

寄
附
額　
70
万
円

（左から郡代表取締役社長、平沼村長）

株
式
会
社
Ｊ
．Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
様

出展ブース日本茶インストラクターによる茶席マウンテンバイク体験コーナー
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

むらの『お茶の日』を宣言（第45回南山城村茶業者大会）（南山城村）

　３月３日（金）、第45回南山城村茶業者大会が、やまなみホー
ルで開かれました。
　大会では、宇治茶の主産地 南山城村茶品評会や茶園品評会で入
賞されたみなさんの表彰、株式会社共栄製茶　代表取締役兼CEO
の森下康弘さんによる講演、および図書「森のくま半といく　お
茶・コーヒー探検」の寄贈式もおこなわれました。
　また大会当日を『お茶の日』とする宣言が決議され、お茶の振
興・発展を誓い合いました。
　なお、寄贈いただいた図書は村内の小中学校、図書室など公共施
設にて配架しておりますのでぜひご一読ください。 茶業者大会「講演」の様子

問合せ　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（直通）
　　　　和 束 町 税 住 民 課　☎0774・78・3005（直通）
　　　　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103（直通）

4月からＱＲコードを利用した
町（村）税のお支払いが可能となります。（３町村）

　４月から、これまでの納付方法に加え納付書に印字
されるＱＲコードを使用することで、町（村）税をご
自宅のパソコンやスマートフォン等から、クレジット
カードやスマートフォン決済アプリ等で納付できるよ
うになります。対象となる税目は右記のとおりです。
　また、QRコードが印字された納付書であれば、全
国の地方税統一QRコード対応金融機関で納付するこ
とができます。
　詳しくは、利用者向けホームページ「地方税お支払
いサイト」 https://www.payment.eltax.lta.go.jp 
をご覧ください。

※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録
商標です。

対象税目
　和 束 町　 固定資産税、軽自動車税（種別割）、 

町府民税（普通徴収）、国民健康保険税
　笠 置 町　 固定資産税、軽自動車税（種別割）、 

町府民税（普通徴収）、国民健康保険税
　南山城村　 固定資産税、軽自動車税（種別割）、 

村府民税（普通徴収）

固定資産課税台帳の縦覧（３町村）

　みなさんの所有されている土地・家屋・償却資産に
ついて、固定資産税のもとになる価格などを決定し、
課税台帳に登録します。
　みなさんの大切な財産について、誤りがないか確か
めていただくために、各町村役場で課税台帳を縦覧で
きますので、ぜひご利用ください。

【縦覧期間】
　４月３日（月）～５月１日（月）
　午前８時30分～午後５時まで（土・日・祝日およ
び平日の正午～午後１時を除く）

【必要なもの】
　縦覧される方は、本人確認書類（運転免許証やマイ
ナンバーカード等）をご持参ください。なお、同居の
家族以外の方で、課税台帳の縦覧を希望される場合は
所有者の委任状が必要です。

軽自動車税の減免や名義などの
変更はすみやかに（３町村）

　軽自動車税は毎年４月１日現在で登録のある車両に
対して１年分が課税されます。普通自動車のような月
割り課税はおこないません。
　また、身体障害者の方など軽自動車税の減免を受け
られる方は、各町村担当窓口で減免申請をおこなって
ください。

【減免申請受付期間】
　納税通知書が手元に届いてから５月31日（水）まで

【減免申請に必要なもの】
　運転免許証、身体障害者手帳、軽自動車税納税通知
書（５月上旬送付）
※ 転入された方など他府県・他市町村の標識（ナンバ

ープレート）の軽自動車を所有されている方は、標
識変更などの手続きをおこなってください。
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

村内公共交通（村タク）について（南山城村）
　やまなみ交通運営協議会により運行されていました月ヶ瀬ニュータウン線は３月末をもって廃止となりました。
　４月から村内での主な移動手段としては、村タク・相楽東部広域バス・JR関西本線が移動手段となります。
　また、村タクは４月より村内の小学生から高校生のご利用に際して、村施策により100円が助成されますので、
村内移動の運賃が実質200円でご利用いただけます。多様な世代で村タクをご利用いただければと思いますので、
ぜひ気軽にご利用ください。
　下記に村タクの利用方法をお知らせしますので、ぜひご利用ください。
村タク運行曜日　平日の月曜日～金曜日
　　　運行時間　午前６時30分～午後７時の間
　　　運行範囲　村内および村外の一部（笠置町・木津川市の一部）
　　　予約方法　☎080・9593・4943（やまなみ交通予約センター）
　　　運　　賃　村内一律（300円）村外（500円～3,000円）
　　　注意事項　必ず前日までにご予約をお願いいたします。
　　　※ 詳しくは、広報れんけい３月号に挟み込みのチラシをご確認いただくか村ホームページをご確認ください。

また、役場窓口や村内２駅にもチラシを置いてありますのでご確認ください。
　　　　 各公共交通の利用方法や不明点、ご質問などはやまなみ交通運営協議会が拠点を設置しています。南山城

村モビリティセンター（JR大河原駅）☎080・9593・4943まで気軽にお問合せください。

関西本線木津亀山間活性化同盟会
ウォーキングイベントをおこないました（南山城村）
　関西本線木津亀山間活性化同盟会による、JR関西本線沿線ウォーキングを３月12日
（日）、南山城村内でおこないました。当日は天候にも恵まれ、JR大河原駅から恋路
橋、恋志谷神社や春光寺などを巡って散策していただきました。
　その後、やまなみホールで開かれていた山城喫茶交流茶会へ参加していただきました。
　当日は、JR関西本線を利用して、沿線地域をはじめ村内外から多くの参加があり、
村の魅力を発信できたイベントとなりました。
　関西本線木津亀山間活性化同盟会では、関西本線の利用促進と沿線の活性化をおこな
うとともに、それぞれの地域の観光や魅力を発信し、今後も関西本線を利用していただ
ける活動に努めてまいります。

人権の花運動 感謝状贈呈式（３町村）
　笠置小学校では３月８日（水）、和束保育園と和束小学校では３月13日（月）、南山城保育園と南山城小学校
では３月６日（月）に、人権の花運動感謝状授与式がおこなわれ、人権擁護委員さんから感謝状と記念品が贈呈さ
れました。
　子どもたちが人権の花を咲かせることで、命の大切さや思いやり、人権についての理解を深めるよい機会となり
ました。

南山城小学校

南山城保育園

笠置小学校

笠置保育所

和束小学校

和束保育園

恋路橋を歩く参加者のみなさん

やまなみ交通「村タク」

交流茶会参加の様子
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木津警察署からのおしらせ
Ｇ７広島サミット警備にご理解とご協力を

　５月19日（金）から21日（日）まで、各国首脳が一堂に会するＧ７広島サミットが開かれます。
　また、これに伴い４月～12月にかけて、全国各地で関係閣僚会合も開かれます。
　警察では、テロ等の違法行為を未然に防ぐため、警戒を強化します。
　不審者や不審物を見掛けたときは、すぐに警察に通報するなど、みなさんのご理解とご協力をお願いいたします。
問合せ　木津警察署　☎0774・72・0110

伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏ニュース
　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療、
福祉、防災、観光、教育などの事業に連携して取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にあり従来から買い物、医療、仕事、文化、スポーツなど、生活において
繋がりや結びつきが強く、圏域外の地域に誇れるところです。
　伊賀市と山添村のイチ押しのスポットなどを紹介します。

伊賀市 余野公園 山添村 フォレストパーク神野山
～天の川コース～

　鈴鹿国定公園特別
地域に指定されてい
る余野公園は、関西
随一のツツジの名勝
地で、５月には美し
いヤマツツジが咲き
乱れます。公園内は、 
芝生広場や遊歩道な
どが整備され、一角 
には蒸気機関車「D 
51・831」を展示し
ています。また、余野公園を越えた奥余野森林公園
は、鈴鹿山脈南部の油日岳や旗山などの登山口とし
て、週末には登山者で賑わっています。
　お越しの際は、ぜひJR関西本線に乗って、三重県
最初の鉄道駅「柘植駅」をご利用ください。
アクセス　JR関西本線柘植駅下車　徒歩約25分
　　　　　（東海自然歩道）
　　　　　名阪国道上柘植ICから約5分
問 合 せ　余野公園管理棟　☎0595・45・6421

＜鍋倉渓～天狗岩～神野山山頂（往復60分～80分）＞
　鍋倉渓は、大小の黒い岩々が幅約25m、長さ約
650mにわたって、溶岩の流れのような景観をつく
りだしています。その鍋倉渓の横のウッドデッキを
進み、道中にある天狗岩付近は少し急な坂道となり
ますが、天狗岩を過ぎると緩やかになり、神野山山
頂に到着します。展望台からの眺めは360度の絶景
がひろがり、５月には色鮮やかなツツジが見ごろと
なります。
問 合 せ　山添村総務課　☎0743・85・0041

天狗岩

行 政 Adm i n i s t r a t i on

自治功労者表彰（南山城村）

　２月19日（日）、「第39回文化のつどい」で南山城村自治功労者
表彰条例に基づく表彰式がおこなわれました。
　この表彰は、南山城村の自治に功労のあった方を表彰するものです。
　今回は、平成13年12月から令和４年11月までの21年間、民生児童
委員として社会奉仕の精神をもって地域の福祉向上にとりくんでいた
だいた福川昭男さんが表彰されました。

（左）平沼村長　（右）福川昭男さん

安心・安全
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教育

【
連
合
の
教
育
】

　

連
合
15
年
目
を
迎
え
、
新
た
な
教
育
を

創
造
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
踏
襲

し
な
が
ら
、
連
合
の
強
み
を
最
大
限
に
活

か
し
、
変
化
の
激
し
い
社
会
に
積
極
的
に

対
応
す
る
新
た
な
教
育
を
創
造
す
る
。 

〇 

連
合
の
教
育
は
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
を

自
分
の
こ
と
と
捉
え
、
変
化
の
激
し
い

社
会
に
あ
っ
て
、
主
体
的
に
行
動
し
幸

せ
に
生
き
て
い
く
力
を
育
成
す
る
教
育

で
あ
る
。 

〇 
子
ど
も
た
ち
の
包
み
込
ま
れ
て
い
る
と

い
う
感
覚
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
生

み
出
し
、
多
様
な
人
と
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
せ

る
。 

〇 

「
連
合
な
ら
で
は
」
の
教
育
は
、
保
護

者
・
地
域
住
民
の
連
合
に
よ
る
教
育
へ

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
進
め
る
も
の
で

あ
る
。 

〇 

期
待
に
応
え
る
教
育
と
は
、
人
権
尊
重

を
柱
と
し
、
仲
間
と
と
も
に
ふ
る
さ
と

を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
人

づ
く
り
で
あ
る
。 

〇 

連
合
の
強
み
は
、
少
人
数
に
よ
る
幼
少

期
か
ら
の
つ
な
が
り
を
基
に
一
貫
し
た

教
育
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。 

〇 

子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
し
、
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
な
く
個
性
や
能
力
を
最
大

限
に
伸
ば
す
。

〇 

す
べ
て
の
子
ど
も
に
愛
を
も
っ
て
、
包

み
込
む
教
育
に
よ
り
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
。

「子どもに付けたい力は、
大人社会で必要な力」

①主体的に学び考える力
　→変化の激しい社会を前向きに生きる

②多様な人とつながる力
　→違いは豊かさ、つながりは幸せ

③新たな価値を生み出す力
　→幸福な人生、未来社会の創造

【
施
策
推
進
の
視
点
】

Ⅰ　
「 

小
規
模
校
の
特
性
を
活
か
し
た〝
連
合

な
ら
で
は
〟の
教
育
」 

　

小
規
模
校
の
特
性
を
活
か
す
と
と
も
に
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
基
本
と
し
た
多
様
な
学
習
、
広

く
外
と
の
交
流
や
合
同
・
協
同
学
習
を
意
図
的
に
計

画
し
、
組
織
的
に
推
進
す
る
教
育
活
動
を
展
開
す

る
。 

Ⅱ　
「 

３
小
・２
中
が
協
同
し
て
共
に
伸
び
行

く
連
合
の
教
育
」 

　

保
・
小
の
連
携
、
小
・
小
の
連
携
、
小
・
中
の
連

携
、
中
・
中
の
連
携
に
よ
り
相
互
に
協
同
し
、
質
の

高
い
連
合
の
教
育
を
進
め
る
こ
と
で
す
べ
て
の
子
ど

も
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
個
性
や
能
力

を
一
層
の
ば
す
。 

Ⅲ　
「 

連
合
の
強
み
を
活
か
し
、保
育
園
・
学

校・家
庭・地
域
が
つ
な
が
る
教
育
」 

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
強
み
を
活
か
し
、
総
が
か
り
で
子

ど
も
を
包
み
込
み
、
幼
児
期
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

連
続
性
の
あ
る
教
育
を
進
め
る
。 

Ⅳ　
「 

す
べ
て
の
人
が
豊
か
に
学
び
自
己
実
現

で
き
る
教
育
の
推
進
」 

〇 

新
た
な
課
題
や
社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る

教
育
活
動
と
し
て
、
❶
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
帰
を

目
指
す
取
組
を
推
進　

❷
S
o
c
i
e
t
y
5
・

0
の
社
会
に
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
の
学
び
を
推

進　

❸
A
I
や
I
C
T
機
器
を
有
効
活
用
す
る
た

め
の
学
び
の
推
進　

❹
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
学
び

の
推
進 

〇 

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
進
め
る
学

校
教
育
で
は
、
❶
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
授
業　

❷
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
に
開
か
れ

た
学
校　

❸
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
授
業
展
開 

〇 

地
域
学
校
協
働
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
一
体
的
推
進
と
し
て
、
❶
学
校
教
育
と
社
会
教

育
の
連
携
強
化 

〇 

学
び
を
つ
な
ぐ
環
境
整
備
と
し
て
、
❶
こ
ど
も
の

貧
困
対
策
を
視
野
に
入
れ
た
学
び
の
推
進　

❷
生

涯
学
習
の
視
点
を
持
っ
た
学
び
の
場
の
設
定　

❸

リ
ス
キ
ン
グ
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
自
己
実
現
で
き
る

学
び
の
提
供　

❹
新
た
な
学
習

へ
の
意
欲
を
高
め
、
将
来
の
生

き
方
を
考
え
る
活
動
の
展
開 

　

以
上
、
令
和
５
年
度
の
連
合
の

教
育
を
進
め
る
べ
く
準
備
し
て
お
り
ま
す
。 

（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
） 

＝令和5年度「連合の教育」の重点＝
連合15年目の新たな教育の発進

～連合教育のイノベーション～
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和束町史編さんだより

※編さん室では、今年南山城水害や戦争体験等の聞き取り調査を予定しています。情報をお持ちの方はご一報ください。

 第10回 和束の小学校のうつりかわり
　1872年（明治５年）８月に学制が公布され、全国に小学校が設置されてから昨年2022年（令和４年）で
150年になりました。
　和束では、1873年（明治６年）５月に、釜塚小学校が開校します。現在の町役場付近、南山城水害で流
失するまで中和束小学校があったところに設置されました。
　釜塚校は、和束郷全域を校区としましたが、通学に時間がかかることから、木屋、撰原、石寺、白栖、門
前、園、原山、湯船の各地区につぎつぎと小学校が開設されました。その後、1887年（明治20年）までに、
西和束、釜塚、園村の各尋常小学校と、園村校の湯船分教場にまとめられました。さらに、1889年（明治
22年）に園村校が東和束尋常小学校に改称、湯船分教場が湯船尋
常小学校となり、尋常小学校４校の体制が整いました。なお、釜塚
校は、1892年（明治25年）に中和束尋常小学校に改称します。
　その後、高等小学校の併設や国民学校への改称を経て、戦後に
小学校となりますが、４校の体制はかわりませんでした。しかし、
1992年（平成４年）４月に４校は和束小学校に統合されました。
それからでも30年が経過し、旧４小学校の在りし日をしのぶ校舎
等は残されていません。町史編さん室では、西和束、中和束、東和
束、湯船の各小学校の歴史をたどる写真集を作成いたしました。

問合せ　相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課和束町史編さん室
　　　　　☎ 0774・74・8952　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

教育

和束町立四小学校合同閉校式（1992年３月24日）

生涯学習フォーラム2023 第39回文化のつどい
　２月19日（日）～23日（木）の期間、３年ぶりとなる「文化のつどい」がやまなみホールでおこなわれました。
19日（日）は、特別講演としてタレントの河島　あみるさんと健康アーティストの己抄呼－Misakoさんをお迎え
して「笑って開運！栄養学とカンタン体操」をご講演いただきました。午後は、南山城村文化協会のサークルを
中心に、笠置町・和束町のサークルからも参加があり、10サークルが舞台発表をされました。サークルの方々は、
素敵な歌や合奏、ダンスを発表され、211人と、たくさん
の方に来場していただき賑やかな１日となりました。また、
作品展示は23日（木）までおこなわれ、各サークルをは
じめ、保育園・小学校・中学校の園児・児童・生徒のみな
さん、村内のデイサービスの利用者さん、一般応募のみな
さんよりたくさんの作品の出展があり、１日平均30人の
方が来場されました。

いきいきふれあいフェスタ2023
　２月14日（火）～18日（土）笠置町産業振興会館にて
「いきいきふれあいフェスタ2023」が３年ぶりに有観客
で開かれました。このイベントは笠置町内の個人で創作活
動をされている方や文化サークル、ボランティア団体、保
育所、児童館などによる文化発表の場として開かれており、
展示発表の部・舞台発表の部に分かれて日頃の文化活動の
成果を発表しました。
　発表者・来場者合わせて約280人の方にご参加いただき
大盛況のイベントとなりました。
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み
な
さ
ん
、
メ
タ
ボ
、
ロ
コ
モ
、
フ

レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
は
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

「
メ
タ
ボ
」
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
略
で
、
内
臓
脂
肪
が
蓄

積
し
、
脂
質
異
常
、
高
血
糖
、
高
血
圧

が
出
現
、
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

内
臓
脂
肪
症
候
群
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
は
、
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
運
動
）
よ
り
も
供
給
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
食
事
）
が
多
く
な
る
と
蓄
積
さ

れ
ま
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
の
生
活
習
慣

が
影
響
し
、
中
年
に
悪
化
し
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

「
ロ
コ
モ
」
は
ロ
コ
モ
テ
イ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
略
で
2
0
0
7
年
日
本
整

形
外
科
学
会
が
提
唱
し
た
用
語
で
す
。

「
運
動
器
症
候
群
」
と
い
わ
れ
ま
す
。　
　

「
運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
機
能

の
低
下
を
き
た
し
た
状
態
」
の
こ
と
を

表
し
ま
す
。

　

運
動
器
の
疾
患
や
加
齢
に
伴
う
運
動

器
の
機
能
低
下
が
原
因
で
す
が
、
肥
満

や
運
動
機
能
低
下
に
よ
る
非
活
動
性
が

更
に
症
状
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
初
老
期

以
降
に
骨
（
骨
粗
し
ょ
う
症
）
、
関
節

（
変
形
性
関
節
症
）
、
筋
（
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
）
の
障
害
と
し
て
発
症
し
、
フ
レ

イ
ル
の
一
因
と
な
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
は
2
0
1
4
年
日
本
老
年

医
学
会
が
提
唱
し
た
用
語
で
す
。
「
加

齢
に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え
た
状
態
」

の
こ
と
で
す
。
2
0
0
0
年
に
介
護
保

険
制
度
が
始
ま
り
注
目
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

適
切
な
介
入
・
支
援
に
よ
り
、
生
活

機
能
の
維
持
向
上
が
可
能
な
状
態
で
、

健
康
な
状
態
と
日
常
生
活
で
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
介
護
状
態
の
中
間
を
意
味
し

ま
す
。
フ
レ
イ
ル
に
な
る
と
身
体
的

（
低
栄
養
、
運
動
器
障
害
な
ど
）
、
精

神
・
心
理
的
（
う
つ
、
認
知
症
な
ど
）
、

社
会
的
（
閉
じ
こ
も
り
、
孤
立
な
ど
）

問
題
も
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

低
栄
養
・
体
重
減
少
か
ら
筋
量
が
減

少
す
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
が
中
核
要
因
と

な
り
ま
す
。

　

❶
体
重
減
少　

❷
疲
労
感　

❸
活
動

量
低
下　

❹
緩
慢
さ
（
歩
行
速
度
低

下
）　

❺
虚
弱
（
握
力
低
下
）
の
う
ち

3
つ
以
上
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
フ
レ

イ
ル
、
1
つ
ま
た
は
2
つ
該
当
す
る
場

合
は
フ
レ
イ
ル
前
段
階
考
え
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
方
は
、
フ
レ
イ
ル
を
経
て
要
介

護
状
態
へ
進
む
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
年
ま
で
は
メ
タ
ボ
対
策
が
重
要
で

す
。
ロ
コ
モ
対
策
の
た
め
に
も
運
動
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

熟
年
に
は
将
来
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
陥

ら
な
い
よ
う
に
運
動
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

老
年
に
入
れ
ば
、
フ
レ
イ
ル
対
策
の
た

め
に
、
細
め
の
人
は
し
っ
か
り
栄
養
を

取
り
、
太
め
の
人
も
細
め
の
人
も
運
動

を
し
っ
か
り
頑
張
り
、
健
康
寿
命
を
延

ば
し
ま
し
ょ
う
。

医
療
法
人　

吉
村
医
院

吉
村　
陽

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
9797  

メ
タ
ボ
、
ロ
コ
モ
、
そ
し
て
フ
レ
イ
ル
へ

メ
タ
ボ
、
ロ
コ
モ
、
そ
し
て
フ
レ
イ
ル
へ

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

５月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
５月  3日（水・祝） 内科 　  14日（日） 内科
　　  4日（木・祝） 内科・小児科 　  21日（日） 小児科
　　  5日（金・祝） 内科 　  28日（日） 内科・小児科
　　  7日（日） 内科・小児科

※４月分については広報れんけい３月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

相楽休日応急診療所は 当日電話予約制です
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

保健・福祉

はつらつ健康運動教室に参加してみませんか（南山城村）

　南山城村では、40歳以上の方を対象に体力の維持・向上や健康増進を目的
として、はつらつ健康運動教室をおこなっています。運動の内容は簡単な筋力
トレーニングや有酸素運動で、持病のある方や通院中の方も医師の許可があれ
ば参加可能です。見学や体験も可能ですので、お気軽にお問合せください。
対　　象　40歳以上で南山城村に住所がある方
開催場所　保健福祉センター機能訓練室
開催曜日　火曜日・金曜日　Ａクラス：午前10時～11時　Ｂクラス：午前11時15分～午後０時15分
参 加 費　１回50円 ※利用券は南山城村役場で購入が可能です。
 ※新規申し込みの方は、運動時に使用する指定のボールを別途購入して頂きます。
用意頂くもの　室内用運動靴・運動しやすい服・タオル・飲み物・利用券・受講票・ボール
問 合 せ　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294
　　　　　南山城村保健医療課　　　　☎0743・93・0104（直通）
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 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日　
時　
4
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

 

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日　
時　
4
月
12
日
（
水
）
・
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　
師　
ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

　
　
　
　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日　
時　
4
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
西
垣　

喜
美
代
さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日　
時　
4
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講　
師　
中
井　

薫
さ
ん

参
加
対
象　

 

和
束
町
に
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

　
　
　
　

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

日　
時　
4
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　

 
南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　
師　
菅
瀬　

操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

 

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0
5

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

 『
包
丁
の
研
ぎ
方
講
座
』

日　
時　
4
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

　
　
　
　

※ 

参
加
者
多
数
の
場
合
は
２
回
講
座

（
午
後
3
時
～
4
時
30
分
）
と
な

り
ま
す
（
申
込
者
に
は
、
開
催
時

間
を
後
日
連
絡
し
ま
す
）
。

場　
所　

 

南
山
城
村
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
南
山
城
村
役
場
向
か
い
）

対
象
者　

 

3
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
除
く
）

定　
員　
先
着
各
7
人

参
加
費　
１
０
０
円

講　
師　
須
小　

友
義
さ
ん

申
込
期
間　

4
月
5
日
（
水
）
～
14
日
（
金
）

持
ち
物　

 

砥
石
（
借
用
可
）
・
包
丁
（
複
数
本

可
）
・
雑
巾
・
タ
オ
ル

そ
の
他　

 

研
げ
な
か
っ
た
場
合
は
講
師
に
預
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

に
じ
っ
こ・城
陽

日　
時　
4
月
8
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

会　
場　
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
）　

対
象
者　
・ 

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

内　
容　

 
手
話
と
音
声
を
使
っ
た
手
遊
び
歌
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
工
作
な
ど

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

 

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
F
A
X
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

 n
an

b
u

-n
an

ch
oyoji@

kyoto-chogen.or.jp

令
和
５
年
度
相
楽
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

 『
手
話
教
室
』

日　
時　
前
期
・
入
門
編

　
　
　
　
　

 

5
月
12
日
～
8
月
25
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日

　
　
　
　
　

※
休
講
日　

8
月
11
日

　
　
　
　

後
期
・
基
礎
編

　
　
　
　
　

 

９
月
8
日
～
2
月
2
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日

　
　
　
　
　

※
休
講
日　

 

11
月
3
日
・
12
月
29

日
・
1
月
5
日

　
　
　
　

午
後
7
時
～
9
時

場　
所　

 

木
津
川
市
山
城
支
所
別
館
（
木
津
川

市
山
城
町
上
狛
的
場
3
-
1
）

受
講
資
格　

・ 

相
楽
地
域
在
住
・
在
勤
の
高
校
生

以
上

　
　
　
　

・ 

後
期
か
ら
受
講
の
場
合
は
、
過
去

に
前
期
を
修
了

　
　
　
　
　

 　

ま
た
は
、
挨
拶
・
自
己
紹
介
程

度
の
会
話
が
で
き
る
方

定　
員　
15
人
（
先
着
順
）

QＲコードからも
アクセスできます。

in
forma

tio
nおしらせ
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費　
用　

 

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実

費
負
担
）

　
　
　
　

 
テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
学
ぼ
う　

手
話

で
話
そ
う
」
3
3
0
0
円
（
税
込
）

申
込
方
法　

 
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
①
～

⑥
を
記
入
し
、
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

 

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）　

②
郵
便
番

号
・
住
所　

③
年
齢　

④
手
話
学
習

経
験
の
有
無　

⑤
連
絡
が
つ
く
連
絡

先
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）　

⑥
木
津
川

市
・
笠
置
町
・
和
束
町
・
精
華
町
・

南
山
城
村
以
外
に
在
住
の
場
合
、
勤

務
先
ま
た
は
通
学
先

申
込
受
付
開
始　
4
月
3
日
（
月
）

申
込
締
切　

4
月
26
日
（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

 

〒
６
１
９
―

０
２
１
４　

木
津
川
市

木
津
上
戸
15
番
地

　
　
　
　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
内　

「
相
楽
手
話
教
室
」
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

き
こ
え
の
相
談
会

　

「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
」
「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取

り
に
く
く
な
っ
た
。
」
「
補
聴
器
を
使
っ
て
み

た
い
が
…
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日　
程　
毎
月
1
回　

4
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　
所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　
容　

 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　

（ 

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対　
象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費　
用　
無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合

は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
〒
６
１
９
―

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

日　
時　
4
月
18
日
（
火
）

相
談

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

 

産
業
振
興
会
館　

1
階
研
修
室

問
合
せ　
笠
置
町
人
権
啓
発
課 

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
1
4
0（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
4
月
4
日
（
火
）

　
　
　
　

5
月
2
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
4
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
4
8
8（
直
通
）

人
権・行
政・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
4
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
所　

 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
4
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
　
　

（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　
所　
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ
・
予
約

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・93・0
1
0
2（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
4
月
19
日
（
水
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

4
月
19
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

4
月
28
日（
金
）
笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

4
月
19
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

4
月
21
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

4
月
28
日（
金
）
高
尾
公
民
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　
時　
4
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　
所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

in
fo
rm

ation

おしらせ
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ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　

（ 

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　
用　
無
料	

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談

　

『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』
『
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓

口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
5
月
2
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　
無
料

予　
約　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　
象　

 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　
所　

 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
4
月
26
日
（
水
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

人
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

「回復期リハビリテーション病棟34床を開設しました」
　当病棟では、脳卒中や骨折等の急性期治療を終えた患者さんが早期に在宅復帰出来るよう、集中的にリハ
ビリテーションをおこないます。
　医師、リハビリスタッフ、看護師、ソーシャルワーカー、薬剤師、管理栄養士などの多職種が一丸となり
患者さんをサポートいたします。
　回復期リハビリテーション病棟については、当院ホームページ http://www.yamashiro-hp.jp　をご
覧ください。
問合せ　京都山城総合医療センター　☎0774・72・0235

採用情報
募集職種 基本給 勤務時間

薬剤師（正職員）
（既卒･新卒）

197,800円～
地域手当：基本給の6％支給 午前８時30分～午後５時15分

理学療法士･言語聴覚士（正職員）
（既卒･新卒）

191,500円～
地域手当：基本給の6％支給 午前８時30分～午後５時15分

・詳しい募集要項や必要書類は、病院ホームページをご確認ください。
・応募については事務局 総務担当までお問合せください。
受付期間　随時　午前９時～午後５時　　※但し、土日祝日は受付いたしません。
問 合 せ　京都山城総合医療センター 事務局　京都府木津川市木津駅前一丁目27番地
　　　　　　☎0774・72・0235

in
forma

tio
nおしらせ
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オンライン里親相談会
　京都府では、さまざまな事情により家庭で生活できないお子さんを、家庭的な環境で育ててくださる里親
さんの募集をしています。関心のある方はご相談ください。
日　時　毎月第３金曜日　午後１時～４時
　　　　　１件あたり30分程度（相談内容により、多少前後することがあります）
内　容　ZOOMによるオンラインでの相談
　　　　 　お持ちのパソコン、タブレット、スマートフォン等に事前にZOOMアプリをダウンロードして

ください。
申込み　 　各回１週間前までに、①ご希望の時間帯、②名前、③住所、④電話番号を添えて下記までメール

でお申込みください。相談日前日までにZOOMのID・パスワードを送ります。
参加費　無料
ご予約・問合せ　京都府家庭支援総合センター　
　　　　　　　　　 ksc-soudan@pref.kyoto.lg.jp
　　　　　　　　　☎075・531・9650

令和5年度 観光振興事業補助金の受付が始まります（南山城村）

　南山城村では、地域の自然や景観、歴史、文化、産業その他の豊かな観光資源を積極的に活用し、観光振
興の効果が期待できる事業の取り組みをおこなう団体に対して、活動費の一部を予算の範囲内で補助します。
補助対象者と補助金額
　 　下記の対象事業に取り組む団体等※へ、事業により補助対象経費の２分の１もしくは３分の２（限度額

有り）を支給します。
　※南山城村に居住・勤務する者で構成され、かつ、その活動拠点が村内にある団体。
　　または、南山城村に所在するNPO法人・企業・個人事業者もしくはそれらで構成する団体。
補助対象事業
　 　次の１～５のいずれかの事業で、特定の個人や組織に資するものではなく、南山城村全体の観光振興に

つながる事業とします。　※令和６年２月末日までに終了できる事業が対象となります。
　１．地域観光振興事業
　２．観光イベント事業
　３．観光宣伝事業
　４．観光商品等開発事業
　５．その他南山城村の観光振興の効果が期待できる事業
受付期間　４月６日（木）～10月２日（月）
申請要領など詳しい情報　南山城村ホームページに掲載
問 合 せ　南山城村役場 産業観光課　☎0743・93・0105（直通）

おおまかな事業の流れ

（
企
画
書
）の
提
出

補
助
金
交
付
申
請
書

審
査

採　

択

不
採
択 事 

業 

実 

施

実
績
報
告
書
の
提
出

交
付
額
の
確
定

補
助
金
の
支
払
い
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京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した「京都やましろ体験交流協議会」では、
子どもたちや海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る「農泊」事業を進めています。
子どもたちと一緒にごはんを作り、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家族のように過ごしてい
ただきます。年々、海外からの問い合わせも多くなってきます。
　少しでも受入にご興味をお持ちいただいたみなさま！事務局が全力でサポートいたします。
事務局までお気軽にご連絡ください。

新規新規
受入家庭受入家庭
大募集!大募集!

農村宿泊体験（農泊）4月号
　３月はドイツ、フランスなど海外からの受入（インバウンド）
がありました。
　学生の受入と同じように、各家庭で日本の食事作りを一緒に楽
しんだり、散策をしたり、お互いの国のことを話したりしました。
日本語しか話せない受入家庭さんがほとんどですが、みなさん翻
訳アプリやジェスチャーでの会話を楽しみ、初対面なのに、最後
は以前から友達だったかのように別れを惜しみました。
　４月からはインバウンドに加え、国内の教育旅行も本格的に再
開していきますので、みなさんよろしくお願いします。

組合等の名称変更のお知らせ
　相楽郡広域事務組合では、４月１日（土）から、組合名を「相楽広域行政組合」に変更しました。
　また、本組合が管理運営する大谷処理場（し尿処理施設）についても、４月１日（土）から、施設名を「そ
うらく衛生センター」に変更しましたので、お知らせいたします。

旧名称
令和５年３月31日（金）まで 相楽郡広域事務組合 相楽郡広域事務組合

大谷処理場

　　　　　　　　　　　　　

新名称
令和５年４月１日（土）から 相楽広域行政組合 相楽広域行政組合

そうらく衛生センター
問合せ　相楽広域行政組合事務局　☎0774・72・0421
　　　　※所在地、電話番号などの変更はありません。
　　　　※ 相楽広域行政組合は、木津川市、笠置町、和束町、精華町および南山城村で構成する一部事務組合です。

令和５年度府民相談日

場　所　京都府木津総合庁舎第３会議室
　　　　※11月16日（木）は記者室
問合せ　京都府山城広域振興局木津地域総務防災課
　　　　　☎0774・72・0051

交通事故 人権特設 備　考
 4月 13日
 5月 11日 18日
 6月  8日
 7月 13日 20日
 8月 10日
 9月 14日 21日 子ども人権委員会委員

交　通　事　故 人　権　特　設

備考
◇毎月　第２木曜日
　午前９時～午後４時30分
◇ 受付は午後４時まで
◇午後開始は１時から

◇奇数月　第３木曜日
　午後１時～４時
◇ 受付は午後３時30分まで

交通事故 人権特設 備　考
10月 12日
11月  9日 16日 弁護士委員
12月 14日
 1月 11日 18日
 2月  8日
 3月 14日 21日 男女共同参画社会推進委員
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消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。 

	

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　
所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　

※ 

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
の
相
談
先
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
令
和
５
年

４
月
１
日
（
土
）
か
ら
は
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）
番
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★ Pick UP ★
「ねこのおふろや」

くさかみなこ ／ 文
北村裕花 ／ 絵

　人が寝静まった満月の真
夜中に、ひっそりと開く一
軒のおふろや。それは「ね
このための」おふろやです。
え、ねこってそんなにおふ
ろが好きだったっけ？とこ
ろが今日もたくさんのねこ
たちで、にゃーにゃーとに
ぎわっているようです。

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
女二人のニューギニア 有吉 佐和子
地図と拳 小川 哲
三流シェフ 三國 清三

児童書
ふしぎ町のふしぎレストラン　６ 三田村 信行
いよいよあしたは ナターシャ・ウィング
寓話に生きた人　イソップ イアン・レンドラー

和　　束

一般書

よき時を想う 宮本 輝
つぎはぐ、さんかく 菰野 江名
新人のための『仕事のミスゼ
ロ』チェックリスト50 藤井 美保代

児童書
ねこのおふろや 北村 裕花
ボボンバボンボン 高畠 純
世界一おおきいのりもの図鑑 講談社

南山城村

一般書
ボタニカ 朝井 まかて
地図と拳 小川 哲
足がよくつる人のお助けBOOK 出沢 明

児童書

超特大なぞなぞ3515問！ 平目 きらり
おばけとしょかん
花子さんをさがせ 斉藤 洋

よるのあいだに　みんなをさ
さえるはたらく人たち ポリー・フェイバー

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
マ
ホ
決
済
の
チ
エ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は

　

ス
マ
ホ
決
済
は
「
○
○
Pa
y
」
な
ど
の
名
称
で
提
供
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
手
段
の
一
つ
で
す
。
ス
マ
ホ
に
ア
プ
リ
を
入
れ
、
銀
行
口
座
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
ア
プ
リ
に
登
録
す
る
ほ
か
、
事
前
に
現
金
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

支
払
の
際
に
は
読
み
取
り
機
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
し
た
り
、
バ
ー
コ
ー
ド
・
Q
R
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
た
り
し
、
利
用
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。
た
だ
し
、

継
続
的
に
使
わ
な
け
れ
ば
残
高
な
ど
の
管
理
が
難
し
く
な
り
、
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
決
済
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の
チ
エ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
あ
げ
ま
す
。❶
決
済
額
を
そ
の
場
で
確
認
し
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
を
残
す　

❷
第

三
者
に
悪
用
さ
れ
な
い
た
め
に
ス
マ
ホ
端
末
の
ロ
ッ
ク
機
能
・
ア
プ
リ
の
パ
ス
ワ
ー
ド

等
の
自
己
管
理
を
徹
底
。❸
不
正
利
用
時
な
ど
の
補
償
や
条
件
を
確
認
。❹
ス
マ
ホ
紛
失

時
の
利
用
停
止
方
法
と
機
種
変
更
時
の
デ
ー
タ
移
行
方
法
を
事
前
に
確
認
。❺
ス
マ
ホ

決
済
事
業
者
へ
の
連
絡
方
法
を
確
認
。❻
利
用
上
限
額
を
確
認
し
、
使
い
過
ぎ
に
注
意
。

　

と
く
に
ス
マ
ホ
決
済
の
不
正
利
用
で
は
、
偽
の
S
M
S
や
メ
ー
ル
か
ら
偽
サ
イ
ト
に

誘
導
さ
れ
、
情
報
を
盗
ま
れ
る
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
」
に
よ
る
も
の
が
多
い
で
す
。

例
え
ば
、
ス
マ
ホ
決
済
事
業
者
か
ら
「
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
が
必
要
で
す
」
と
メ
ー
ル

が
あ
り
、
メ
ー
ル
上
の
リ
ン
ク
先
の
サ
イ
ト
に
個
人
情
報
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
電
話
番
号

や
認
証
コ
ー
ド
を
入
力
し
た
と
こ
ろ
、
勝
手
に
買
い
物
さ
れ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
メ
ー
ル
な
ど
の
リ
ン
ク
先
は
安
易
に
ク
リ
ッ
ク

せ
ず
、
公
式
の
サ
イ
ト
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
決
済

で
は
突
然
、
シ
ス
テ
ム
障
害
に
遭
う
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
現
金
は
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

和束町体験交流センター図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内
日　時　４月23日（日）午前10時30分～　　場　所　和束町体験交流センター１階ホール

３町村図書室のゴールデンウィークの休室日について
３町村とも５月１日（月）～５日（金）は休室します。
４月29日（土）、30日（日）、５月６日（土）、７日（日）は通常通り開室します。

15 広報  　　　 2023.4◦第205号



ベベスストトショットショットの
ボクたち
ワタシたち

広
報

2023.4
◦

第
205号

編
集

・
発

行
　

相
楽

東
部

広
域

連
合

〒
619-1205 京

都
府

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
☎

0774・
78・

0120　
FAX

0774・
78・

0121
人口・世帯数
（令和５年３月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口 3,581人　
世帯数 1,685世帯

（減9）
（減5）

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 1,153人　
世帯数   592世帯

（0）
（0）

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口 2,491人　
世帯数 1,203世帯

（減9）
（減2）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
6：00 / 8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40 / 17：50

◦加茂駅発
6：55 / 9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40 / 18：50

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中

　管内の中学校は３月14日（火）、小学校は３月17日（金）に卒業式をおこないました。
　当日は、内容の精選と時間短縮のもと、卒業生が保護者や在校生、先生に温かい拍手で迎えられて入場し、
慣れ親しんだ校歌を斉唱したあと、一人ずつ壇上に上がり、校長先生から卒業証書を受け取りました。
　卒業生は在校生とともに今までの思い出を振り返り、大きな感動のもとに学び舎を巣立っていきました。
（笠置小６人、和束小18人、南山城小11人、和束中18人、笠置中19人が卒業式を迎えました。）
　卒業生たちが仲間と一緒に過ごした思い出を胸に、これからもより大きく成長してくれることを願ってい
ます。

72人が新たなステージへ旅立ち ～小中学校卒業式～

和束中学校 笠置中学校

笠置小学校 和束小学校

南山城小学校


